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新鋭浄水場における受変電及びポンプ
PowerSupplySYStemSandPump■ngStationsfor

Newly Planned Purification Plants

浄水場設備の最重点は,信頼できる安定した施設とすることである｡このため,

新鋭浄水場の計画に当たっては,既設備の維持管理から得られた種々の貴重な経験

を踏まえて検討を加える必要がある｡

本論文では,特に変電所設備とポンプ設備に絞り,電力あるいは水の供給信相性,

安全性の向上に関するシステムや機器ハードウェアについて取り上げた｡カ､､ス絶縁

変電所や低馬車音･低脈動ポンプ設備は,固有信頼性を向上する｡一方,万一の故障

時に去好学を黄小限に抑えるため,2回線併用,2MOF受電方式や停電時の水撃対

策,瞬時停電対策,管理システムなどが重要な要素となる｡

n 緒 言

過疎地区での都市化の進行をはじめ,下水道の普及,生活

様式の変化,加えて地下水規制に伴う代替用水の増加など,

近年,水の需要はますます増大してきている｡それとともに,

水源は都市部を離れて遠方に移り,設備は集中化し,対象地

城は広士魂化する傾向にある｡

浄水場設備の信頼性はますます重要視されるとともに,更

に,環】菟対策.省エネルギーなどの要素を加えて検討する必

要がある｡本論文では,新鋭浄水場での変電所設備,ポンプ

設備の諸問題について取り上げた｡

より安定した運転を実現し,一方,停電や万一の設備故障

時に予想される影響を最小限に抑えるためには,構成機器の

固有信頼性を向上することはもとより,システム構成,運用

方式に関する供給信椒性の向上も極めて重要である｡新鋭浄

水場の設備は,水量と水質の確保のために,ノ＼-ドゥェア,

ソフトウェア両面にわたっての厳しい検討により設計,製作

の上建設される｡

変電所,ポンプ設備のほかに,新鋭浄水場の設備には薬品

注入設備,計装設備,自動制御管理システム,ガイダンス技

術などにみるべきものがあるが,これらについては別稿に譲

ることにする｡

臣l 受変電設備

2.1 受電方式の動向

2.l.】 2【司線併用受電方式

図lに154kV平行2回線受電,30MVAX4バンクの新鋭浄

水場′受変電設備の単線接続図例を示す｡この方式では,1回線

送電線が停電しても他の健全線側から無停電で供給が可能と

なる特長がある｡このような送電線事故時の無停電受電方式

として,60kV級でのループ受電方式がある｡しかし,需要家

｢叫ナ′受変電設備では常用,予備2回線受電や1回線受電が一

般的であI),.才采剛二当たっては浄水場の規模,公共性の高さ

をそ慮して,電力会社,監督官庁との協議が必要である｡

2.l.2 2MOF方式

MOF(MeteringOut Fit:取引用変成器)を2L回線の各々

に設置することによl),定期的なMOFの校正,点検のための

取外しに対しても無停電で電力の供給が可能となる｡2MOF

方式は上下水道用受変電設備のほか,電気鉄道f臥 都市オ､ス

備
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供給工場用など計画的な仝停電でさえ取りにくい公共性の高

い需要′家用として多く才采用されてきている｡

2.2 変圧器バンク数の選定と運用方法

浄水場などの公共設備では,万一のバンク停止事故でも長

時間の大幅な負荷制限が許されないことから,設備答昌を上

げておく必要がある｡バンク数が2の√受変電設備では,f争水

場の運転のため最小限必要な負荷容量の約2倍の設備答二追を

必要とする｡図1の例では,バンク数を4とL,最小3バン

クで浄水場の操業が確保できるように各バンクの変圧器容量

を選定し,どのバンクが停止しても,あるいは154kV回路の

どの部位で母線事故が発生しても,3バンクの変圧器が運転

可能となるよう連絡断路器(DS12,DS20,DS30及びDS

34)を構成している｡

2.3 場内配電方式

従来,供給信根性を高めるため.主変圧器二次母線を二重

母線や環斗犬母線(表l参照)とすることが多かったが,これら

の方式は期待冗長性が向上する反面,電気系統構成が複雑と

なり,緊急時の操作性が低下するという欠点があった｡

閉鎖配電盤の信相性の向上に伴い,

単一母線方式の系統構成の単純さや,

れるとともに,図1(a),(b)に示すよう

採用されるようになった｡すなわち,

母線連絡しゃ断器付の

操作の容易さが見直さ

な合理的な配電方式が

大谷違ポンプ設イ偏につ

いては,電気系統だけの7亡昆度の向上だけでとらえることな

く,ポンプ,送水系統まで含めたトータルシステムとして送

水量の確保という立場でとらえたとき,図1(a)に示すように

複数台のポンプ中何台かを異バンク母線から供給するほうが

電気系統の簡素化や操作性の向_Lにつながるとともに,1千丁

のポンプ亡三関達する電動機,開閉機器,ケーブル,変圧器タ

どどの部位の故障に対しても,他のポンプを互いに同じパタ

】ンで応接運転できる特長がある｡

薬品注入処理所など比較的小容量で重要度の高い設備への

配電は,並列運転された異バンク母線からの平行2回線配電

〔図=b)〕が最良で,表示線継電器による区間保護方式の才采用

により､ケーブルを含めた電源側故障による停電時間を皆無

としている｡

切換えのための数秒程度の停電が許される負荷に対しては,

常用,予備2匝Ⅰ線による配電方式が経済的にみても望まLい｡

*日立製作所機駐車業本部 **
日立製作帝国分工場 ***

日立拳望作所十浦工場
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154kV 三相3W50Hz
平行2回線受電
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注二略語説明

CHd(ケーブルヘッド)
DS(断路器)
GCB(ガスLや断器)
MOF(取引計器用変成器)
PD(コンデンサ形接地計器用変圧器)
+A(避雷器)
NLA(中性点用避雷器)
SCrコンデンサ)
PT(計器用変圧器)

GPTく接地計器用変圧器)
MBB(磁気Lや断器)
丁(変圧器)
GTR(接地変圧器)

NGR(中性点接地抵抗器)
1M(誘導電動横)
P(ポンプ)

図l】54kV平行2回線受電30MVAX4バンク変電所の単線接続図例 フィーダの一部は省略L,負荷側設備も場内配電方式説明のため,一部だけ記

載Lた

2.4 構成ヰ幾器の動向

2.4.1 ガス絶縁開閉装置

ノ与ノ底部,絶∃壕部,接触部など･のすべての允′l三E部をSF6ガス

允塀金属谷器中にプ亡仝渚り判封入L/ニカー'ス純綿開閉装こ2Hま,肘

付lた捕享の大幅な締i小,■ごJiい仁子拙作と安全件､付さ′丁止検の省プJ

化など数多くの特上主により,沖水場川′壬変屯.設伯をはじめあ

らゆる変`屯所機器とLてイ射Hきれてきている｡

変u三器との【戸綿吉部L図2にホすように,フ､■ソンングを介し

てSF(ミグスl‾‾ぃかJ〕巾1安変r‾‾上三器油中に接続され,変i‾E所全体の

小形化,仁鮒件をい′ノそう高めている.二.

図3に66kVカ■-ス絶紘変`正一叶の納入例を,表2に66～154kV

言批ガス絶縁開閉装置の標準定柑･及び仕様をホす｡

2.4.2 レジンモールド変圧器

日立‾製作所では,耐熱特作F純のMTレジン,H椎のMI

レジンを開発L､二れらの注形用レジンの特性とコイル注形

30

枝祢Jにより,従来のH椎乾式変圧器とl古J等以上の難燃件,抽

入恋Jl三器に咋赦する絶式壌件をもつレジンモールド変圧器(図4)

を製作し,多プ了何に納入している｡

浄水場設備では,30kV級以下の受変電設備の受電変圧器

や大容量ポンプ用セルビウスセットのインバータ変圧器とし

て-最適である｡

2.4.3 大投入容量高圧しゃ断器

沖水場の瑞仁_t三配電系統は,その内部に接続される屯動機が

多いことが特徴である｡この系統で触絡故障が発生した場合,

貰写1宣系統から供給される触給電i允のほか,いわゆる`起動機効

果によって放l苛発生後数サイクル間電動機側からも供給され

る加給電i充を無視できない(図5)｡

電動機効果は,放1苛発生瞬時の乍l絹斧電流イi仁と3～4サイク

ル後しゃ断器が閉路するときの1宅流伯との比が,‾在i充分を含

まない対称他で比較した場合1.3竹を超える場合がある｡二の



新鋭浄水場における受変電及びポンプ設備 573

表I 主変圧器二次母線方式の比重交 供給信頼度は二次母線方式だけでなく,場内配電方式を含めて検討することが必要であるrJ

単 母 線

母 線 方 式

重 母 綿

単
一 母 線

母線連綿CBあり

(1)二 重 母 線

2CB切換

(2)二重母綿無停電切躁DS

母綿連絡CBあり

環 状 母 綿
(リングフ■ス)

Tl Tご

CB二′

単 線 接 続
CB!

TlTコ【

甲

丁
▼

_
I

_‾I _l

乙

甲

乙

Tl Tl

CBl

†

丁二

CBコ

T･L

CBl

ロ｢▼l-‾†

設 備 大(CBの数が多〈なる) 大((1)より少ない) 大

供 給 信 頼 度
丁】ダウン時50%負荷制限,Tフグ

ウン時TIと自家発電で運転
丁一文はTコダウン時,買電と自家
発電で運転

同

同 左

たたL,Tl′3台のため,負荷制限少

設 備 構 成 簡 単 複 雑 同 左 や や 複 雑

母 線 点 検 片側ずつ真横
(1)買電母線は自家発電運転で行

なう

(2)自家発雷母絹は無停電

甲,乙交互に母綿の停電をとり点検
タイCBの切換えにより,母綿停
電をとって行なう

母 線 切 換 切換時間1秒以内 切換時間10--15秒

操 作 性 簡 単 や や 複 雑 複 雑 や や 複 雑

インターロック構成 簡 単 や や 複 雑 複 雑 や や 複 雑

増 己又 性 片側ずつ停電

(1)甲母線接続時は自家発電運転
(負荷制限あり)_

(2)乙母線樟発売時には無停電=
同タイCBと変圧器二次側CB

OFFす

ることによりフ■■ロックの停電で可

据 付 面 積 小 大 同 同

注:略語説明 丁(変圧器),CB(しゃ断器)

ような系統には､r牧特発生直後の数サイクルの大電流に耐え

るよう附加時間`上巳流強度と投入谷-≡孟を強化したしゃ断器か総

柄的にも有利であり,表3にその仕様の例を示す.｡

臣】 ポンプ設備

3.1機器設置上の特長

機器設岩f一二の特長としては,従来の+し適嫡機プア式から,ユ

ニット方式への柁行か耕一許である.っ 速度別制装置,iて川‾+水装

ハンドホール
フレキシブル継手

【ノ
】_⊥

SF 油ガスヽ‾

-J---¶,√

ー†‾‾山▼

GSSイ竺l竺属

注:略語説明

GSS(ガス絶縁開閉装置)

_+;妄畠_F≡三三
__+一___⊥
__.+-__J

:三重萱コ

エ===二ニヰニtl

し___+

+三二三三

/
プッシング変流器

図2 変圧器-ガス母線直結構造図 ガス絶縁変電所では,SF伝ガス母

線から変圧器内部へ直接接続される｡

;‾;亡∴満水装乱 制御1馴ちiなど,いわいわる神髄と呼ばれる機片諒

は,スへ-ス的にも総柄的にも細りJ了乙i数を滅亡〕すぢ‾えかご〕了工

場機器はもつもの･の,主慨子㌻放の多少にかかわノブず2～3丁ど丁

で重かなうよう計州されていた｡JLかL,此他設の維持乍叩】土

トグ)線輪と設備のイii拙作を-:⊥紳〕るたれ 主伐と織機とをユニ

ット化し,封にl吸込軋甘なども系統に分維Lて,設備令休と

して♂)ノ左全作を高めよう とするもグ〕であるL_.

‾むに,広地化に什い不k数の送,軋水系統を一つの機･場で･ま

かなう場でナは､7J二いにイJ‾機的に逆鞘できるよう,代 弁柑を

軋iP'.三するとともに,ホンフはより巾EliのJ去い流≡f掴j御を巧1点す

る.､速度別御方∫〔に加えて,大′ト谷:i-ミニのホンフを刹Lみ介わせ

るノJJじも効果的である､,

機械スヘーースを揃ぃトできる立て軸ポンプは,糊口三ホンフ暢

〔一驚

二転

●j

磯

図3 66kVガス絶縁変電所納入例 柏小化,高信頼性の特長を生かL

て,〉争水場など公共設備の受変電設備として多く納入されている｡
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表2 ガス絶縁開閉装置構成機器の定格及び仕様 66./′〃kV,154kV

ガス絶縁開閉装置構成機器の標準定格及び仕様を示す｡

No一 機 器 項 目

定 格･仕 様

66/77kV 154kV
L

l し ゃ 断 器

形 式
l

三相一括バッファ形 ■相分離バッファ形

定 格 電 圧 72ノ84kV 168kV

定 格 電 流 800A.l′200A.2.000A l′200A,2′000A

定格しゃ断電流

定格しゃ断時間

20kA,Z5kA,3l.5kA,

40kA

3サイクル.5サイクル

20kA.25kA,3l.5kA

3サイクル

定格ガス圧力 ゲージ圧力5kgノ/cm2 ゲージ圧力5kgcm2

操 作 方 式 圧 縮 空 気 圧 縮 空 気

2 母 線

形 式 三相一括形 三相一括形

定 格 電 圧 69/′80.5kV 161kV

定 格 電 流 800A,l′200A,2′000A l′200A,2,000A

定格短時間電)充

定格ガス圧力

20kA.25kA,3l.5kA,

40kA

ゲージ圧力3.5kg/■cn12

ZOkA,25kA,3l.5kA

ゲージ圧力5.Dkgノ′ノcm2

3 断 路 器

形 式 三相
一括形

相 分 離 形

定 格 電 圧 72･′84kV 168kV

定 格 電 流 800A,l′200A,2,000A l′ZOOA,2′000A

定格短時間電)充

操作方式

20kA.25kA,3l.5kA.20kA.Z5kA,3l.5kA

40kA

圧絹空気l圧縮空気

4 接地開閉器

形 式 三 相一括形 相 分 離 形

定 格 電 圧 72ノ84kA 168kV

定格短時間電流

操作方式

l

20kA.25kA.3l.5kA, :20kA.Z5kA.3l.5kA

40kA

手 動 操 作 ･手 動 操 作

5 変 )充 器

形 式

変7克此

貫 通 形 貫通形

600･ノ5A100■5A 300.′■5A以上

定 格 負,担 20VA 40VA 40VA

誤 差 階 級 3.0級 l.0級 l.0級

6 計器用変圧器

形 式 油浸形(PT) ガス絶環形(PD)

変圧比

定格負手旦

66(77)ノノ､/ikV川0ん′言∨ノ I54ノ/ノ言kV.ノI10･､乃∨･′

l10′′■3V 】10/■3V

≡200VA
208VA

誤 差 階 級 l.0級 l.0級

7 避 雷 器

形 式 酸化亜鉛ギャップレス 芦安イヒ亜鉛ギャップレス

定 格 電 圧 84/98kV 196kV

公称方丈電電)充 10ト､A 10kA

馨温

表3 大投入容量磁気Lや断器の定格 *印の値が,電動機効果によ

る実豆給電流の増加に対処Lて強化した値である｡+EC-】81の標準値は,定格投

入電〉充100kA,定格夕五時間電流は40kA.2秒だけで10サイクルの規定はない｡

形 式 BMH-6L-40AMA

定 格 電 圧

絶 縁 階 級

7.2kV

6号A

定 格 電 〉充 l′200A

定格Lや断電ン充

定格投入電流

定格短時間電)充 F二二
L や 断 時 間

40kA

135kA*

40kA 2s

54kA 10サイクル

5 サイクル

手蔓 入 時 間

一乗 作 方 式

制 御 電 圧

ートー

0.4s

電磁ソレノイド操作

DC100V

準 拠 規 格】 +EC181=975)

やrl+継ポンプし場など,用地に制約がある場合にその特長を生

かすことができる(つ しかし,浄水場内や給水場に設i芹される

ポンプは,保守.〔!J二検が市島な横軸ポンプの採用が多くなった｢-

ホン7■,電動機は地ドに礼讃して,空1ミ伝搬芹や固体伝搬汽二

を車即戎L,‾恕にi満水操作を必要としなし､レベルに下げて押込

運転を可能とし,加えて___上∴階の電～ミニ立との合理的な批置によ

り機二場スヘースの車軸戒を図っている｢)

3.2 水撃(ウオーターハンマ)現象の解析と対策

舷近,水道水淋はL/ごいに需要J也ナ裁から速く離れた他山に

求めぎるを得なくなってきた｡送水足巨離の土主大化に伴い,水

1響現象の解析とその防止技術の開溌は,弁粕の改良,フライ

ホイールの設置などポンプ機場内の機器だけにとどまらず,

管系,_‾､エ地条件を含んだ送水系全体の問題として取り上げノブ

れてきている｡

図6は,凶内で細めて佐敷(5僻=のワンウェイサージタン

J【

JユJ

Js

■一一一

変圧器

JJ･

1

JユJ

しゃ断器

MJs

P
短絡点

注:略語説明

Jr(ユーティリティ側

からの電流)

J｡IJ(電動機からの電流)

J占(J(･とノー1Jの合成電涜)

図4 H種レジンモールド変圧器 22kV,4.500kVAの製品例を示す｡ 図5 高圧配電系統中の電動機効果 短絡事故点Pにはユーティリティ

側からのlと･と電動機からの一〟の和,l5が流れ込む｡便宜上,対称分だけを示した｡
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00

80
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(
∈
)

仙
順
G
鰻
伽

04

20

HWL 2.80

LWL
-1.00

ポンプ

ON

ワンウェイサージタンク

No.3
No.2

C点

No.4

No.5

HWL 85.00

LWL 81.90

83.0

吐出し槽

(東村山着水井)

吸込槽(朝霞接合井)

注:略語説明 HWL(高水位),LW+(低水位)

10 15 17,142

管路の長さ(km)

クを設置して水撃作用を防Iトニした,東京都朝1三才争水場原水連

絡系(管径2,200皿m,全長約17k恥ボンフ■■口j隻1,4001nm,6,200kW

電動機3子=の水撃現象対一策をホす一例であるrJ

最近,送水対象地城のノ去i或化に伴い,送水管圧のだJ衡,抑

圧ポンプ場,給水場の関連など,裡雑多岐にわたる送水形態

と経済性の追究から,停1五時の水撃などの水押的過i度現象に

対し､コンピュータによる詳細な解析が必要となってきた｡,

夏主に,落雷などによる瞬時停電(例えば0.6秒以内)でも,ポン

プの継続的運転を目標とした瞬時仔:1立村策出精を設けること

が多くなったため,管路内の過纏現象はいっそう授権化し､

計匝jの際の解析は重要な要素である｡

また､水撃対策の方法も,サMジタンク♂〕ほかに,エアチ

ャンバ､空気弁方式などが管路形二伏により採用されるように

なったっ

3.3 低騒音,低脈動化

近年,騒斉に対する社会的関心が高まり,ポンプ機場及び

叶出し配管系を含めたポンプシステムについても,イ氏ユ騒洋化

が強く要求される｡鰯招二の†土三搬経路は,空中を伝搬する空気

仁ミ掬豊吉,管哩,基礎及び壇屋l琵を媒体として伝搬する1司体伝

搬音,及び配管内の水を裸体として伝搬する液休伝搬一汗の3

椎に大別されるり 図7に,ポンプ機場の騒召二発生傾国と伝搬

図6 ワンウェイサージタン

ク設置例 5個のワンウェイサ

ージタンクを設置L.長距離送水の

停電時水撃現象を防止Lた｡

経路のl娃j係をホす｡

空乞(仁二搬斤と同体十ヱミ搬普の願書レ〈ミル計界は既に確立され,

計算結果をⅩ-Yプロッタにより作図することができる1)･2〉

二れらの願‾F■i二対策は,ポンプ､機場内の主上騒古拙であるポンプ,

ノ盲動機の什し騒音化対策と,税別塙界線に対する埋J去位こ甚や壇

屋仰の選イ右などにより可能である｡

次に,液体一之三掬呈占二は,水圧脈動が吐州し配管の水rいを仁ミわ

/ノて達成グ)外部まで伝掬呈するもので,40dB(A)程度の厳Lい

ユ騒‾打規芦別伯を満足するためには,無視することはできない.｡

二の水圧脈垂むの端本周波数であるZ･Ⅳ成分〔Zは++付い巨の++

触枚数,Ⅳは【亡か転三数)は50～300H/朴度の低周波放であるため

池｢Iり【lt設によるしゃ汗効果は少なく,実際の機場田岡での州

:右値が吐出し配管仲設部だけ10dI∋(A)高かった事例もある:､,

ホンプlロj転数が一;主の場合の水riリ振動対策は､ポンプ吐出

L側に÷ス(人は脈垂州立氏)分岐管を設け,脈動を【吸収すること

が効一架的であることが報告されている3)･4)

ホ■ンフ＼凶転放か‾叶埜の場でナは,水圧脈動のノ,‾仁木開披放であ

るZ･Ⅳ成分が変化するため,脈動のL吸収対馬は一木J難≡であり,

‖二f-Hし｢忙符系の水什の問有振動数とJヒ粘を起こすおそれさえ

ある:,区18は,この共粘一呪象に対して,脈動解析プログラム

の折檻の確認とその仏滅法を確立させるためのイこ災ノ乍■三装iifこであ

日

建 屋 内 建 屋

‾■1 1

建 屋 外

ポ ン プ

流体的原因

キ ャ ビ テ
ー

シ ョ ン

羽根車とケーソンクの干渉
.･ll空

中l
｢斗建屋壁トーー
:丁
l

一一l管`壁l
†
l

._.⊥._._.

一斗
空 中

う ず･サ ー ジ ン グ

拒壁トl

;り水中ト
づi
‾1+

●

l

l

1地■面l
†
l

ーl管壁l

機械的原因
回転体の不つ り あい

軸 受 自 励 振 動

電動 機･補磯
冷 却 用 フ ァ ン な ど

回 転 体 の 不 つ り あ い

l 弁 l キャビテーション･うず

図7 ポンプ機場の騒音と伝搬経路 馬鱈の発生原因と伝搬経絡を示すゥこのうち,水中脈動の解析と対策が遅れていたが,実験により明確となった
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G) (∋

①

〔)

-･･･-ヰゝ
流水方向

ポンプ

(∋ 〈コ(∋

電気動力計

0 0

JJす

べ.1

クンタ気托エ

＼
〃ん流水方向

圧力変換器

圧力脈動測定礼

注:略字説明.1/す(支管断面積),▲㌧_l(合流管断面積)

増 幅 器 記 苛 計

周波数分析器

図8 共振実験の模型装置 この実験により,水圧脈動解析プログラムと,その低減法を見いだすことができた｡

る､供試ホ■ンフには,_1∴水道朋ホンプ設備で使用されること

が多いl村政込うず巻ポンプを川い,判恨ヰくは二系統の綿実白を

抹榊した.っ すなわち,一1旺に他梢されているムニ右の+り根グ)山

口才J品‡の付二木‖が等Lい羽仕い車(】古J朴川+他車)と,左耳丁の利根の出

口才√占iのt立木‖がをヒッチずれたニJ刀杜い拝(異f【t羽根車)とを用いた.｢

図9は,実焼結一米の-･部をホすものであるが,回虹放を三三格

Ⅰ叶虹放からその60%まで連続的にて変化させた場ナナ,同f‖++船

中の【lJl転数85%付近で詳自‾滞なヒークか見られ,縦帯内部が共

振状態にあるク)に比べて,興f‖++枇卓は回転数全域にわたっ

て脈卓わ粘舶iが格段に′トさいことが分かる｡

興和羽根車は,効率やキャビテーション作能を精粋にする

楊でナか多いが､+二水道ホンフには絶対に許谷されるものでは

ない｡ト丁立製作所では,偵重な設計と各仲実験に耗づき,二

れごJのノlゾ綿巨｢叶上をilこtミj足することができた｡

3.4 ポンプ自動制御

給水韻の確保と総柄的な運転は,浄水場ポンプノ設備の屯要

な使命である二,泉た水追のチ節的,時f一差ぅーJ的変動に対してホンフ

0

5

(
訳
)
叫
冊
幣
制
二
ホ
唱
ン
∵
N
)
璧
紫
蘇
蛋

)王.

-0一 同相羽根車の実琴奏結果

--△-一 異相羽根車の実琴集結果

′J

∧
0

--△-△-q=.ニ.=.=出こヒコ

60 70 80 90 100

回転数(%)

図9 回転数を変化させた場合の脈動振幅の変化 同相羽根車の回

転数85%付近でピークがみられ,英樹犬態であることを示す｡異相羽根車の脈

動振幅は,回転数全域にわたって格一芸に′トさい.
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祐一≡fとを追従させるホ■ンブ速度制御方式は,f別御装置がアナロ

グノブ∫(かご〕マイクロコントローーラによる【仁才妾ディ ジタルr別御

(＼進歩しつつあること.放び卜位計算機システムとのハイア

ラーキ怖I尤の発展によ一1て,水道システム全休,あるいは沖

水場機能とバランスを保ちながら境地逆転を行ない,異常時

にも/吐墟かつ値切な処理を行なうよう中央管理案から常+理さ

れる′

三拝に,伸1トセルビウスシステムにより郎J軌される場fナ,瞬

時仲′i‾Eによってポンプか停止に三至り､fヰ起動に時間かかかる

例かあるっ 安石三な給水と甘手堅貝の負担の車軸rikのため瞬時付1正

対策を施し,ホ■ンフの継続的運転を行なうことは,設伯のイ;さ

柑什l〔り_｢二のためにますます多く才末梢される傾向にある5)･6)

【】 結 言

新鋭沖水場の設伯の代表例として,変電所設備とポンプ設

仙を収り上げ,イLさ軋州三,安全件のけり卜に関するシステムや機

詩話ハーート､ウェアの托術的動向について述べた｢_､

よりノ左1主Lた運転を′克･呪し,一方,仲電や‾万一-の抽悍二暗に

i二想される主;キラ響を拉′ト限に抑えるためには,システム構成,

う室川ん▲∫℃に一美jする供給イ言柑件の｢rり上も鰊めて屯要である〔つ

本紙が,神水場の計Ⅰ叫1二なん仁Jかの参巧▲になれば辛いであるr_､

参考文献

1) 梓川

川2ゴ48

2) 藤i妓､

r町子54

3) 再騰,

(日肖51

4) ラri藤,

__l二土削軋;出における騒洋一千川,‖立.評論,55,391～396
4)

外:ボンフ機場の什し騒-rfl二化､[l立j平論,61,511～516

7)

外:†氏.り遠洋ホンフし機場の完成,臼_､t.れ論,58,655～659

8)

外:ホンウ場の他l騒洋化計沖j,【_卜占.評論,59,235～240

川召52--3)

5)1いIl,外:省エネルギー‾叶密通伎`■盲動機のJ左右運転+R立諦

冶.59,679～684(昭52-8)

6).1∴川テ,外:東京都水道局三園沖水場送水ポンプ設胤 日立評

.論,58.539～546(昭51--7)




